
華

厳

系

論

書

に

引

用

さ

れ

る

『
無

量

寿

経

論

』

に

つ

い

て

辻

本

俊

郎

一
、
序

世
親

(V
a
su
b
a
n
d
h
u
,

天
親
、
婆
薮
槃
豆
と
も
漢
訳
さ
れ
る
)
の

『無
量
寿
経
論
』

(『浄
土
論
』
と
も

『往
生
論
』
と
も
通
称
さ

れ
範
。
以
下
、
『論
』
と
す
る
)
は
、
多
く
の
論
者
た
ち
に
引
用
さ
れ
て
き
た
。
以
前
筆
者
は
、
『論
』
テ
キ
ス
ト

の
字
句

の
異
同
、
改

　　
　

行
箇
所
な
ど
を
検
討
し
て
、
『論
』
テ
キ
ス
ト
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
筆
者
は
他
論
書

に
引
用
さ
れ
る

『論
』

が
右
記
の
ど
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『論
』
の
流
伝
を
探

ろ
う
と
す
る
研
究

に
取
り
組
ん
で

い
る
。

柴
田
泰
氏
は
、
『論
』
流
伝

に
つ
い
て
、
「浄
影
寺
慧
遠
以
降
、
道
綽

・
迦
才

・
善
導

・
懐
感
等
の
浄
土
系

の
み
で
な
く
、
天
台
系
の

智
顕
偽
撰

・
知
礼

・
宗
曉
、
華
厳
系

の
智
儼

・
元
曉

・
延
寿
、
律
系
の
道
世

・
元
照
、
法
相
系
の
基

(偽
撰
)

・
憬
興
、
密
教
系
の
慧

　ヨ
　

林
な
ど
あ
ら
ゆ
る
法
系

の
諸
師
に
引
用
さ
れ
」
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
中

で
本
小
論
で
は
華
厳
系

(智
儼
、
元
曉
、
延
寿
)

の
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
果
し
て
ど
の
系
統

の
も
の
で
あ

っ
た
の

か
検
討
し
、
引

い
て
は

『論
』
流
伝
に
関
す
る
問
題
解
決

の

一
指
針
と
し
た
い
。

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

コ



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

一
二

二
、
智
儼

『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』

に

つ
い
て

智
儼

(六
〇
ニ
ー
六
六
八
)
の

『華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
巻
第
四
に
は
以
下
に
示
す
よ
う
に

『論
』
の
引

用
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

又
往
生
論
。

(中
略
)
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
阿
弥
陀
仏
。

一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
歎
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者

迴
向
門
。
云
何
礼
拝
。
身
業
礼
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
。
為
生
彼
国
意
故
。
云
何
讃
嘆
。
口
業
讃
嘆
。
称
彼
如
来
名
。
如
彼
如
来

光
明
智
相
。
如
彼
名
義
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。
云
何
作
願
。
心
常
作
願
。

一
心
専
念
畢
竟
往
生
安
楽
国
土

。
欲
如
実
修
行
奢
摩

他
故
。
云
何
観
fp{tro
智
慧
観
察
。
正
念
観
彼
。
欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故
。
広
如
論
説
。
云
何
迴
向
。
(中

略
)
復
有
五
種
門
。

漸
次
成
就
五
種
功
徳
。

一
者
近
門
。
二
者
大
衆
門
。
三
者
宅
門
。
四
者
屋
門
。
五
者
園
林
遊
戯
地
門
。
初
四
種
門
。
成
就
入
功
徳
。

第
五
門
成
就
出
功
徳
。
入
第

一
門
者
。
以
礼
拝
阿
弥
陀
仏
為
生
彼
国
故
。
得
生
安
楽
世
界
。
入
第

二
門
者
。

以
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
。

随
順
名
義
。
称
如
来
名
。
依
如
来
光
明
相
心
修
行
故
。
得
入
大
会
衆
数
。
入
第
三
門
者
。
以

一
心
専
念
作
願
生
彼
。
修
奢
摩
他
寂

静
三
昧
行
故
。
得
入
蓮
華
蔵
世
界
。
入
第
四
門
者
。
以
専
念
観
察
彼
妙
荘
厳
。
修
毘
婆
舎
那
故
。
得
到
彼
処
受
用
種
種
法
味
楽
。

出
第
五
門
者
。
以
大
慈
悲
。
観
察

一
切
苦
悩
衆
生
。
示
応
化
身
。
迴
入
生
死
園
煩
悩
林
中
。
遊
戯
神
通
至
教
化
地
。
以
本
願
力
迴

　き

向
故
。
菩
薩
如
是
修
五
門
行
。
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故

こ
の
中

で
、
『華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
ど
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
唆

す
る
の
は
次

に
あ
げ

る
八
箇
所
で
あ
る
。



①

コ

者
礼
拝
門
。
二
者
讃
歎
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者
迴
向
門
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A

(宋
版
)
系
統

「
一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者
迴
向
」

B

(高
麗
版
)
系
統

「
一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
歎
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者
迴
向
門
」

C

(論
註
)
系
統

「
一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
嘆
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
迴
向
門
」

と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は

「歎
」
「嘆
」
と
い
う
字
句
、
「
門
」
の
出
入
か
ら
B
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

「身
業
礼
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

こ
の
文

の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「身
業
礼
阿
弥
陀
仏
如
来
応
正
遍
知
」

B
系
統

「
身
業
礼
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

C
系
統

「
身
業
礼
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は

「仏
」
と
い
う
字
句

の
出
入
か
ら
B
系
統
、
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

③

「云
何
讃
嘆
。
口
業
讃
嘆
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「
云
何
讃
歎
。

口
業
讃
歎
」

B
系
統

「
云
何
讃
歎
。

口
業
讃
歎
」

C
系
統

「
云
何
讃
嘆
。

口
業
讃
嘆
」

と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
①

の
事
例

(「歎
」
「嘆
」)
と
は
異
な
り
、
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

=
二



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

一
四

④

「
以
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「以
讃
歎
阿
弥
陀
仏
」

B
系
統

「
以
讃
歎
阿
弥
陀
仏
」

C
系
統

「
以
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
」

と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
③

(「
云
何
讃
嘆
。

口
業
讃
嘆
」
)
と
同
様
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑤

「依
如
来
光
明
相
心
修
行
故
得
入
大
会
衆
数
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「依
如
来
光
明
知
相
修
行
故
得
入
大
会
衆
数
」

B
系
統

「依
如
来
光
明
想
修
行
故
得
入
大
会
衆
数
」

C
系
統

「依
如
来
光
明
智
相
修
行
故
得
入
大
会
衆
数
」

と
な

っ
て
お
り
、

『華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
と

一
致
す
る
も
の
は
な

い
。

⑥

「以

一
心
専
念
作
願
生
彼
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「
以

一
心
専
念
作
願
生
彼
」

-

B
系
統

「
以

一
心
専
念
作
願
生
彼
」

C
系
統

「
以

一
心
専
念
作
願
生
彼
国
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
A
系
統
、
あ
る
い
は
B
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。



⑦

「以
大
慈
悲
観
察

一
切
苦
悩
衆
生
示
応
化
身
」

こ
の
文

の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「以
大
慈
悲
観
察

一
切
苦
悩
衆
生
示
応
化
身
」

B
系
統

「
以
大
慈
悲
観
察

一
切
苦
悩
衆
生
亦
応
化
身
」

C
系
統

「
以
大
慈
悲
観
察

一
切
苦
悩
衆
生
示
応
化
身
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
A
系
統
、
あ
る
い
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑧

「菩
薩
如
是
修
五
門
行
」

こ
の
文
の
諸
系
統
を
見
る
と
、

A
系
統

「菩
薩
如
是
修
五
門
行
」

B
系
統

「菩
薩
如
是
修
五
門
行
」

C
系
統

「菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
」

　　
　

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら

『華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
、
あ
る
箇
所
で
は
A

(宋
版
)
系
統
を
示
唆
し
、
ま
た

別

の
箇
所
で
は
B

(高
麗
再
雕
版
)
系
統
、
あ
る
い
は
C

(『論
註
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
)
系
統
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
、
ど
の
系

統

の
論

で
あ
る
の
か
、
と
い
う
確
答
は
得
ら
れ
な
い
。

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

一
五



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

一
六

三
、
元
暁

『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

に
引

用
さ
れ
る

『論
』

に

つ
い
て

元
暁

(六

一
七
ー
六
八
六
)
『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

論
説

二
乗
種
不
生
。

是
無
諸
難
功
徳
成
就
。
如
論
頌
言
。
永
離
身
心
悩
受
楽
常
無
間
故
。

(中
略
)
是
荘
厳
地
功
徳
成
就
。
如
論

頌
言
。
雑
華
異
光
色

宝
欄
遍
囲
繞
故
。

(中
略
)
是
荘
厳
水
功
徳
成
就
。
(中
略
)
是
種
種
事
功
徳
成
就
。
如
論
頌
言
。
備
諸
珍
宝
性
具
足
妙
荘
厳
故
。

(中
略
)
荘
厳
妙
色
成
就
功
徳
。
如
論
頌
言
。
無
垢
光
炎
熾
明
浄
燿
世
間
故
。

(中
略
)
愛
楽
仏
法
味
禅
三
昧
為
食
故
。
(中
略
)

大
乗
善
根
男
等
無
譏
嫌
名
。
女
人
及
根
欠

二
乗
種
不
生
故
。

(中
略
)
荘
厳
虚
空
功
徳
成
就
者
。
偈
言
無
量
宝
交
絡
羅
網
虚
空
中
。

種
種
鈴
発
響
宣
吐
妙
法
音
故
。
二
者
荘
厳
性
功
徳
。
如
論
説
言
。
荘
厳
性
功
徳
成
就
者
。
偈
言
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
故
。
(中

略
)
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
者
。
偈
言
観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
故
。
(中
略
)
論
云
。
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就

者
。
偈
言
如
来
浄
華

衆
正
覚
華
生
故
。
(中
略
)
論
言
。
何
者
荘
厳
大
衆
功
徳
成
就
。
偈
言
人
天
不
動
衆
清
浄
智
海
生
故
。
(中
略

)
言
何
者
荘
厳
上
首

　

　ヱ

功
徳
成
就
。
偈
言
如
須
弥
山
王
勝
妙
無
過
者
故
。

(中
略
)
言
大
乗
善
根
男
等
無
譏
嫌
名
。

こ
の
中
で
、
元
暁

『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
ど
の
系
統

の
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
唆
す
る
の
は
次
に
あ
げ
る

十

一
箇
所
で
あ
る
。

①

「荘
厳
地
功
徳
成
就
」

こ
の
文
の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、



A
系
統

「荘
厳
地
」

B
系
統

「荘
厳
地
」

C
系
統

「荘
厳
地
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

②

「雑
華
異
光
色
宝
欄
遍
囲
繞
故
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「雑
華
異
光
色
宝
欄
遍
囲
遶
故
」

B
系
統

「雑
華
異
光
色
宝
欄
遍
囲
遶
故
」

C
系
統

「雑
華
異
光
色
宝
蘭
遍
囲
遶
故
」

　　
　

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
A
系
統
、
あ
る
い
は
B
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

③

「荘
厳
水
功
徳
成
就
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「
荘
厳
水
」

B
系
統

「荘
厳
水
」

C
系
統

「荘
厳
水
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

④

「荘
厳
妙
色
成
就
功
徳
」

こ
の
文
の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

一
七



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
II}r

1
八

A
系
統

「妙
色
功
徳
成
就
」

B
系
統

「妙
色
功
徳
成
就
」

C
系
統

「荘
厳
妙
色
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は

『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
と

一
致
す
る
も

の
は
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
C
系
統
の
も
の

が
近
し
い
と
言
え
る
。

⑤

「大
乗
善
根
男
等
無
譏
嫌
名
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
故
」

こ
の
文
の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「大
乗
善
根
界
等
無
譏
嫌
名
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
故
」

B
系
統

「大
乗
善
根
界
等
無
譏
嫌
名
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
故
」

C
系
統

「大
乗
善
根
界
等
無
譏
嫌
名
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
故
」

と
あ
り
、
『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
と

一
致
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
麗
再
雕
版
で
は

「大
乗
善
根
界

天

　

　　
　

台

智
者
即
界
字
乃
男
字
錯
。
則
宜
改
作
。
而
諸
疏
家
皆
作
界
字
。
故
存
之
」
と
あ
り
、
天
台
智
者
は

「大
乗
善
根

界
」
の

「
界
」
の
字

は

「男
」

の
字

の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。

⑥

「荘
厳
虚
空
功
徳
成
就
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「荘
厳
虚
空
」

B
系
統

「荘
厳
虚
空
」

C
系
統

「荘
厳
虚
空
功
徳
成
就
」



と
あ
り
、
こ
こ
で
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑦

「荘
厳
性
功
徳
成
就
者
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「性
功
徳
成
就
者
」

B
系
統

「性
功
徳
成
就
者
」

C
系
統

「荘
厳
性
功
徳
成
就
者
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑧

「荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」

こ
の
文
の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「清
浄
功
徳
成
就
」

B
系
統

「清
浄
功
徳
成
就
」

C
系
統

「荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑨

「荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「眷
属
功
徳
成
就
」

B
系
統

「眷
属
功
徳
成
就
」

C
系
統

「荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

一
九



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

二
〇

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑩

「何
者
荘
厳
大
衆
功
徳
成
就
」

こ
の
文
の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「何
者
衆
荘
厳
」

B
系
統

「何
者
衆
荘
厳
」

C
系
統

「何
者
荘
厳
大
衆
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑪

「荘
厳
上
首
功
徳
成
就
」

こ
の
文

の

『論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

A
系
統

「上
首
荘
厳
」

B
系
統

「上
首
荘
厳
」

C
系
統

「荘
厳
上
首
功
徳
成
就
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
、
十

一
箇
所
の
中

で
①
③

(④
)
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
の
九
箇
所
か
ら
、
『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
C
系
統

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
。



四
、
元
曉
偽
撰

『遊
心
安
楽
道
』

に
引
用

さ
れ

る

『論
』

に

つ
い
て

　　
　

・

『遊
心
安
楽
道
』
元
曉
偽
撰

(八
世
紀
以
降
)
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　け
　

而
論
説
日
。
女
人
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。

　
　
　

往
生
論
中
。
説
五
門
行
。

若
往
生
論
明
五
因
行
。
如
彼
論
云
。
若
善
男
子
善
女
人
。
修
五
念
門
行
成
就
。
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
。
見
彼
阿
弥
陀
仏
。
何
等
五

念
門
。

一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
嘆
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者
迴
向
門
。
云
何
礼
拝
。
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正

遍
知
。
為
生
彼
国
故
。
云
何
讃
嘆
。
口
業
讃
嘆
。
称
彼
如
来
名
。
如
彼
如
来
光
明
智
相
。
如
彼
名
義
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。
云

何
作
願
。
心
常
願
。

一
心
専
念
。
畢
竟
往
生
安
楽
国
土
。
欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
。
云
何
観
察
。
智
慧
観
察
。
正
念
観
彼
。
欲
如

実
修
行
毘
婆
舎
那
故
。

一
観
仏
国
功
徳
。
二
観
仏
功
徳
。
三
観
菩
薩
荘
厳
功
徳
。
云
何
迴
向
。
不
捨

一
切
苦
悩
衆
生
。
心
常
作
願
。

　お
　

迴
向
為
首
。
得
成
就
大
慈
悲
心
故
。

　
ぬ
　

天
親
論
云
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。　ま

如
往
生
論
云
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。

こ
の
中
で
、
『遊
心
安
楽
道
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
ど
の
系
統

の
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
唆
す
る
の
は
次

に
あ
げ
る
六
箇
所
で

あ

る
。

①

「修
五
念
門
行
成
就
」

A
系
統

「修
五
念
門
成
就
者
」

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

二

一



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

二
二

B
系
統

「修
五
念
門
成
就
者
」

と
な

っ
て
お
り
、

C
系
統

「修
五
念
門
行
成
就
」

と
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

②

「何
等
五
念
門
。

一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
嘆
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者
迴
向
門
」

A
系
統
1

「何
等
五
念
。

一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者
迴
向
」

と
な

っ
て
お
り
、

A
系
統
2

「何
等
五
念
門
。

一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者
迴
向
」

A
系
統
3

「何
等
五
念
門
。

一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者
迴
向
」

B
系
統

「何
等
五
念
門
。

一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者
迴
向
」

と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

C
系
統

「何
等
五
念
門
。

一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
嘆
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
迴
向
門
」

と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

③

「身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

A
系
統

「身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
如
来
応
正
遍
知
」

こ
れ
に
対
し
て
、

B
系
統

「身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

C
系
統

「身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」



と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
B
系
統
、
あ
る
い
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

④

「云
何
讃
嘆
。
口
業
讃
嘆
」

A
系
統

「
云
何
讃
歎
。
ロ
業
讃
歎
」

B
系
統

「
云
何
讃
歎
。
口
業
讃
歎
」

と
な

っ
て
お
り
、

C
系
統

「
云
何
讃
嘆
。

口
業
讃
嘆
」

と
な

っ
て
い
る
。
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑤

「
三
観
菩
薩
荘
厳
功
徳
」

A
系
統

「三
者
観
察
彼
諸
菩
薩
功
徳
荘
厳
」

B
系
統

「三
者
観
察
彼
諸
菩
薩
功
徳
荘
厳
」

と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

C
系
統

「三
者
観
察
彼
諸
菩
薩
荘
厳
功
徳
」

と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑥

「剤
槲

一
切
苦
悩
衆
生
心
常
作
願
迴
向
為
首
得
成
就
大
慈
悲
心
故
」

A
系
統

「於
彼
観
察

一
切
世
間
苦
悩
衆
生
同
願
生
彼
安
楽
国
土
願
心
所
有
功
徳
善
根
以
巧
方
便
作
願
迴
向
摂
取
衆
生
不
捨

一
切
世
間

胡
」

と
あ
り
、

B
系
統

「不
捨

一
切
苦
悩
衆
生
心
常
作
願
迴
向
為
首
成
就
大
慈
悲
心
故
」

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

二
三



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

二
四

C
系
統

「不
捨

一
切
苦
悩
衆
生
心
常
作
願
迴
向
為
首
得
成
就
大
慈
悲
心
故
」

と
な

っ
て
お
り
、
B
系
統
と
C
系
統
の
相
違
は

「得
」

の
出
入
の
み
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
C
系
統
を
示
唆
し
て

い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『遊
心
安
楽
道
』
に
引
用
さ
れ
た

『論
』
は
C
系
統

の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
延
寿

『宗
鏡
録
』

に
引
用
さ
れ

る

『論
』

に
つ
い
て

.
延
寿

(九
〇
四
-
九
七
五
)
『宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

天
親
云
。
広
略
相
入
者
。
諸
仏
有
二
種
身
。

一
法
性
法
身
。
二
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顕
出

　
　
　

法
性
法
身
。
此
二
種
身
。
異
而
不
可
分
。

一
而
不
可
同
。
是
故
広
略
相
入
。

こ
こ
で
、
延
寿
は

「天
親
云
」
と
し
て

「広
略
相
入
者
云
々
」
と
引
用
し
て
い
る
が
、
『論
』
に
は
こ
の
よ
う

な
記
述
は
な

い
。
そ

れ

で
は
、
延
寿
は
何
を
引
用
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
曇
鸞

の

『論
註
』
を
引
用
し
て

「
天
親
云
」
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
『論

註
』
の
相
応
文
を
あ
げ
る
と
、

広
略
相
入
諸
仏
菩
薩
有
二
種
法
身
。

一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
出
法
性
法
身
。

　レ
　

此
二
法
身
。
異
而
不
可
分
。

一
而
不
可
同
。
是
故
広
略
相
入
。

と
あ
る
。
多
少

の
字
句
の
異
同
は
あ
る
が
、
延
寿
は

『論
』
で
は
な
く
、
『論
註
』
そ
の
も
の
を
参
照
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
よ
う
。

し

か
し
な
が
ら
、
柴
田
泰
氏
は

『宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
と

い
う
の
は
道
綽

(五
六
二
ー
六
四
五
)

『安
楽
集
』
の
孫
引
き

　　
　

で

は

な

い

か

と
考

え

て

い
る

。

そ

こ

で
、

『
宗

鏡

録

』

に
引

用

さ

れ

る

『論

(
註

)
』
、

曇

鸞

の

『論

註

』
、

『
安

楽

集

』

に

引

用

さ

れ

る

　ま

『
論

(註

)
』

を

対

比

さ

せ

て

み

よ

う

。



『
宗

鏡

録

』

に
引

用

さ

れ

る

『
論

(註

)
』

広
略
相
入
者
諸
仏
有
二
種
身
。

一
法
性
法
身
。

二
方
便
法
身
。

由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。

由
方
便
法
身
故
顕
出
法
性
法

身
。

此
二
種
身
。

異
而
不
可
分
。

一
而
不
可
同
。

是
故
広
略
相
入
。

『
論

註

』

広
略
相
入
諸
仏
菩
薩
有
二

一
者
法
性
法
身
。

二
者
方
便
法
身
。

由
法
性
法
身
生
方
便
法
身
。

由
方
便
法
身
出
法
性
法
身
。

此
二
法
身
。

異
而
不
可
分
。

一
而
不
可
同
。

是
故
広
略
相
入
。

『安

楽

集

』

に
引

用

さ

れ

る

『論

(
註

)
』

広
略
相
入
者
但
諸
仏
菩
薩

有
二
種
法
身
。

一
者
法
性
法
身
。

二
者
方
便
法
身
。

由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。

由
方
便
法
身
故
顕
出
法
性
法

身
。

此
二
種
法
身
。

異
而
不
可
分
。

一
而
不
可
同
。

是
故
広
略
相
入
。

こ
の
よ
う
に

『宗
鏡
録
』

に
引
用
さ
れ
る

『論

(註
)』
と

『安
楽
集
』

に
引
用
さ
れ
る

『論

(註
)』
は
完
全

に
は

一
致
し
な
い
が
、

柴

田
氏
の
見
解
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
延
寿
は

『論
註
』

の
文
を
引
用
し

て
い
る
こ
と
は
明
白

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

二
五



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

二
六

で
あ
る
。

五
、
そ

の
他

に
引
用

さ
れ

る

『論
』

・
以
上
、
採
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
華
厳
系
に
は
元
曉
の

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
、
延
寿

の

『萬
善
同
帰
集
』
巻
上
に

『論
』
が
引

用

さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

論
説
云
。
女
人
及
根
欠
。

二
乗
種
不
生
者
。
是
説
決
定
種
性
二
乗
。
非
謂
不
定
根
性
声
聞
。
為
簡
此
故
。
名

二
乗
種
。
由
是
義
故
。

　　
　

不
相
違
也
。
又
言
女
人
及
根
欠
者
。
謂
生
彼
時
。
非
女
非
根
欠
耳
。
非
此
女
等
不
得
往
生
。
如
韋
提
希
而
得
生
故
。
往
生
論
中
説

　
れ
　

五
門
行
。

そ
し
て
、
延
寿

『萬
善
同
帰
集
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

往
生
論
云
。
遊
戯
地
獄
門
者
。
生
彼
国
土
得
無
生
忍
已
。
還
入
生
死
国
。
教
化
地
獄
。
救
苦
衆
生
。
以
此
因
縁
求
生
浄
土
。

こ
れ
ら
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』、
延
寿

『萬
善
同
帰
集
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
ど

の
系
統
の
も
の
を
参
照
し
た
の
か
を

示
唆
す
る
文
を
引
用
し
て
い
な
い
の
で
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』
に
引
用
さ
れ

た

『論
』
か
ら
す
れ

ば

、
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
は
C
系
統
を
、
『宗
鏡
録
』

に
引
用
さ
れ
た
の
が

「
天
親
云
」
と
い
い
な
が

ら
も

『論
註
』
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
延
寿

『宗
鏡
録
』
は

『論
註
』
そ
の
も
の
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



六
、
結

び

以
上
、
考
察
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

①

『華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
、
あ
る
箇
所
で
は
A
系
統
を
示
唆
し
、
ま
た
別
の
箇

所
で
は
B
系
統
、
あ

る
い
は
C
系
統
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
、
智
儼
が
参
照
し
た
の
は
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
と
全
く
別
系
統
の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

②
元
曉

『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
C
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違

い
な

い
。

③

『遊
心
安
楽
道
』

に
引
用
さ
れ
た

『論
』
は
C
系
統
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

④
延
寿
は

『論
』
で
は
な
く
、
『論
註
』
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
い
る
。

⑤
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
ど
の
系
統

の
も
の
を
参
照
し
た
の
か
を
示
唆
す
る
文

を
引
用
し
て
い
な
い

の
で
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
『仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

に
引
用
さ
れ
た

『論
』
か
ら
す
れ
ば
、
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗

要
』
に
引
用
さ
れ
た

『論
』
は
C
系
統

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
延
寿

『宗
鏡
録
』

に
引
用
さ
れ
る

『論
』
は
、
元
曉

『両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
と
同
様
に
ど
の
系
統
の
も
の
を
参
照
し
た
の
か
を
示

唆
す
る
文
を
引
用
し
て
い
な
い
の
で
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
『宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
た
の
が

「天
親
云
」
と
い
い
な

が
ら
も

『論
註
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
延
寿

『宗
鏡
録
』
は

『論
註
』
そ
の
も
の
を
参
照
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
筆
者
は
、
他
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『論
』
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
、
『論
』
に
対
す
る
見
解

の
相
違
を
通
し
て
、

諸
師

の

『論
』
観

の
特
徴
を
探
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

二
七



仏
教

学
会

紀
要

一
〇
号

二
八

註(
1
)

『論

』

の
具
名

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

〔
二
〇
〇

〇
〕
参

照

さ
れ

た

い
。

(
2
)

拙
稿

〔
一
九

九
九

〕
。

ま
た

、
本

小
論

で
言

う

と

こ
ろ

の
A
系

統
、

B
系

統
、

C
系

統

に

つ
い

て
も

拙

稿

〔
一
九
九

九

〕
を

参

照

さ

れ

た

い
。

(
3
)

柴

田
泰

〔
一
九

九
六
〕
。

(
4
)

大

正

45

・
五
七

七
下

ー
五

七
八
上

。

(
5
)

こ

の
箇

所

の
字
句

の
異

同

に
よ

る
思
想

的
考

察

に
関
し

て

は
拙
稿

〔
1
10
0

0
〕

を
参
照

さ

れ
た

い
。

(
6
)

大

正

37

・
三
四

八
中
。

(
7
)

大

正

37

二
二
四

九
上

=
二
五
〇
上

。

(
8
)

「
欄
」

と

「
蘭
」

の
字
句

の
異
同

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

〔
二
〇
〇

〇
〕
参

照

さ
れ

た

い
。

(
9
)

大

正

26

・
二
三

三
上
。

(
10
)

こ
こ

で
は

『
大
正
』

を
使

用

し
た

が
、
韓

普

光

(泰

植

)

〔
一
九
九

こ

の
中

に
校

訂

『遊

心

安
楽

道

』

(大

正
本

、
来

迎

院
本

、
関

連

文
よ

り
校

訂
し

た
も

の
)

が
あ

る

の
で
、

こ
れ

も
参

照
し

た
。

『遊

心
安

楽
道

』

の
著
者

に

つ
い
て
は
、
定

説

を
見

な

い
。

中
国

成
立

説
、

新
羅

成

立
説

、

日
本
成

立

説

と
あ

る
。

こ

れ

に
関

し

て

は
以

下

の
論

考

を
参

照
。

・
愛

宕
邦

康

〔
一
九
九

四
〕
、

・
落

合
俊

曲
ハ
〔
一
九

八
〇
〕
、

・
韓

普

光

(泰
植

)

〔
一
九
九

一
〕
、



・
章

輝

玉

〔
一
九

八
五

〕

〔
一
九
九

二
〕
。

ま
た

、
書
誌

学

的
研
究

に
関
し

て

は
、

次

の
論
考

を
参

照
。

・
落

合
俊

典

〔
一
九

八
八
〕

〔
一
九

八
九

〕
、

・
韓

普
光

(泰

植
)

〔
一
九
九

一
〕
。

(
11
)

大
正

47

・

一
一
二
上

。

(
12
)

大
正

47

・

一
一
四
上

。

(
13
)

大
正

47

・
一

一
五
中

一
下

。

(
14
)

大
正

47

・
一

一
八
中
。

(
15
)

大

正

47

・
一

一
九

上
。

(
16
)

大

正

48

・
五
三

五
中
。

(
17
)

真

宗
勧

学
寮

編

〔
一
九

二
五
〕
下

巻

三
九
頁

。

(18
)

柴

田
泰

〔
一
九
九

六
〕
。

(19
)

『安

楽

集
』

に
引

用

さ
れ

る

『
論

』

に
関

し

て

は
岸

一
英

氏
が

「
道

綽

は

『浄

土
論

』

と

い

い
な
が

ら
も

『論

註
』

の
文

を
引

用

し

て

い
る

こ
と

か
ら

し

て
、

そ

の
区
別

を

な

し

て

い
な

い
こ

と
が
知

ら

れ

る
。

『論

註

』

の
引
用

は

中
国

に
お

い

て

『安

楽

集
』

が
最

初

で
あ

る
。

た
だ

し
、

道
綽

は

『論

』

だ
け

を
見

て
論

じ

て

い
る

の
で

は
な

く
、

『論

註
』

の
み

を
見

て

『安

楽

集
』

に
引

用

し

て

い
る

こ

と

に

注
意

し
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

こ

の
点

に
関

し

て
は

い
ず

れ
稿
を

改

め
て
述

べ
て
み
た

い
」

と
し

て

い
る

(岸

一
英

〔
一
九

九
九

〕
)
。

(20
)

大
正

37

・

一
二
六
中

。

(21
)

大
正

37

・

一
二
八
中

。

華
厳

系
論

書

に
引

用

さ
れ

る

『
無

量
寿
経

論
』

に

つ
い
て

二
九



仏
教
学
会
紀
要

一
〇
号

三
〇

(22
)

大
正
48

・
九
六
六
中
。

参
考
文
献

愛
宕
邦
康

〔
一
九
九
四
〕

"

「『遊
心
安
楽
道
』
の
撰
述
者
に
関
す
る
一
考
察
-
東
大
寺
華
厳
僧
智
憬
と
の
思
想
的
関
連
に
着
目
し
て
I
」

『南
都
佛
教
』
第
70
号

稲
城
選
恵

〔
一
九
七
六
〕

"

『浄
土
論
序
説
』
百
華
苑

落
合
俊
典

〔
一
九
八
〇
〕

"

「遊
心
安
楽
道
の
著
者
」
『研
究
紀
要
』
25
号
、
華
頂
短
期
大
学

落
合
俊
典

〔
一
九
八
八
〕

日
「遊
心
安
楽
道
諸
本
攷
」
『研
究
紀
要
』
33
号
、
華
頂
短
期
大
学

落
合
俊
典

〔
一
九
八
九
〕

"
「『遊
心
安
楽
道
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
仏
教
論
叢
33
号
、
浄
土
宗
教
学
院

韓

普
光

(泰
植
)
〔
一
九
九

一
〕

H

『新
羅
浄
土
思
想
の
研
究
』
東
洋
出
版

岸

一
英

〔
一
九
九
九
〕

"
「『無
量
寿
経
論
』
校
異
の
意
義
」
『無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

「浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

研
究
班
編
。

柴
田

泰

〔
一
九
九
六
〕

"
「中
国
仏
教
に
お
け
る

『浄
土
論
』
『浄
土
論
註
』
の
流
伝
と
題
名

(
一
)」
『印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
11
号

柴
田

泰

〔
一
九
九
七
〕

"
「中
国
仏
教
に
お
け
る

『浄
土
論
』
『浄
土
論
註
』
の
流
伝
と
題
名

(二
)」
『印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
12
号

章

輝
玉

〔
一
九
八
五
〕

u
「『遊
心
安
楽
道
』
考
」
『南
都
仏
教
』
第
54
号

章

輝
玉

〔
一
九
九
二
〕

"
「新
羅
の
浄
土
教
」
『浄
土
仏
教
の
思
想
』
六
、
講
談
社

「浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編

〔
一
九
九
九
〕

"
『無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所



真
宗
勧
学
寮
編

〔
一
九
二
五
〕

"
『浄
土
論
註
校
異
』
真
宗
勧
学
寮

真
宗
教
学
研
究
所
編

〔
一
九
七
二
〕

"
『浄
土
論
註
総
索
引
』
東
本
願
寺
出
版
部

大
蔵
会
編

〔
一
九
六
四
〕

"
『大
蔵
経
-
成
立
と
変
遷
』
百
華
苑

高
瀬
承
厳

〔
一
九

一
七
〕

川
「類
本
往
生
論
に
就
き
て
」
『仏
書
研
究
』
第
29
号

辻
本
俊
郎

〔
一
九
九
九
〕

"
「『無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」
『無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

「浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」

研
究
班
編

辻
本
俊
郎

〔二
〇
〇
〇
〕

"
「『無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
検
討
」
佛
教
大
学
仏
教
学
会
第
8
号

辻
本
俊
郎

〔二
〇
〇

一
①
〕

"
「
『無
量
寿
経
論
』
願
生
偈
の
文
献
学
的
研
究
」
佛
教
大
学
仏
教
学
会
第
9
号

辻
本
俊
郎

〔二
0
0

1
②
〕

"
「天
台
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て
」
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
ア
ジ
ア
文
化
学
科

年
報
第
4
号

辻
本
俊
郎

〔二
〇
〇

一
③
〕

"
「『往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て
」
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
50
巻
第
1
号

幡
谷

明

〔
一
九
八
九
〕

"

『曇
鸞
教
学
の
研
究

一
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
1

〈資
料
篇
〉』
同
朋
舎

華
厳
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

『無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

一一二




